
福岡県高等学校登山大会 予報（馬見山～古処山） 

福岡県高体連登山専門部 

１．焼き物の里から古の城下町へ 

馬見山（977.7ｍ）を最高峰に江川岳（861ｍ）屏山（927ｍ），古処山（859.4ｍ）と続く山域は，

「嘉穂アルプス」として 2016 年度の日本山岳遺産に認定され，九州では熊本県の「九州中央山地

五家荘エリア」に続いて 2 つ目の認定地である。この山域は，筑後地方と筑豊地方の境界をなし，

特に南側の筑後平野から眺めるとその稜線がはっきりと見て取れる。分水嶺となっており，北側

流域は遠賀川の源流となり玄界灘へ注ぎ，南西側は小石原川と野鳥川が合流して筑後川となり有

明海へと注ぐ。山域の南側には江川ダム，寺内ダムなど大規模なダムがあり筑後地方はもとより

福岡市にも供給され県民の水源としての機能も持つ。2021 年に江川ダムの上流に小石原川ダムも

建設された。ロックフィルダムで高さは九州一である。 

この山域は東峰村・嘉麻市・朝倉市にある。この３つの自治体はいずれも，いわゆる平成の大

合併によって大きくなったものである。平成 17 年に宝珠山村と小石原村が合併し，東峰村となっ

ている。平成 18 年に山田市と嘉穂町，碓井町，稲築町が対等合併してこの地域の旧郡名であった

「嘉麻郡」から嘉麻市となり，甘木市と朝倉町，杷木町が合併して朝倉市となっている。 

幕営地に当たる小石原は，現在５０もの窯元を数える焼き物の里として全国的に有名である。

素朴な暖かみを持つ日用雑器でありながら美しさを兼ね備えた小石原焼きは多くのファンを持ち，

春と秋に開催される‘民陶むら祭り’は大勢の観光客で賑わいを見せる。また，地形的には小石

原盆地があり標高 460～480ｍで湖底盆地と言われている。東側に英彦山～求菩提山地と西側に古

処～宝満山地の結節点にあたる地域で，さらに，北側に遠賀川流域の筑豊盆地と南西方面に筑後

川流域の筑後平野及び南東方面に日田盆地との結節点でもある。 

江川岳は 2018 年，新年に山の名称を公募して決定された新しい名前の山である。 

今回、古処山は嘉穂アルプスの中で唯一山頂を通過しないのでここで詳しく触れておきたい。

古処山は古生層編成岩を主とするカルスト地形であり山頂付近では石灰岩の露頭を見ることがで

きる。古処山の山頂には白山権現が鎮座しており、別名白山といわれている。植物はツゲが繁茂

しており１９５２年に貴重なツゲの原始林として国の天然記念物に指定された。生物ではニシキ

キンカメムシが特に有名である。光沢のある鮮やかな緑色に赤色の模様が入る極めて美しい大型

のカメムシである。幼虫がツゲにつくため、古処山山頂付近は貴重な生息域となる。他にも日本

の在来種としては最大のニホンヒキガエル見かけることがある。鳥類ではオオルリやキビタキ、

ミソサザイ等が有名である。また、戦国時代には秋月氏の本城があり大将隠しや奥の院など現在

も名所として残っている。 

ゴールの秋月は古処山の麓にひっそりと佇む城下町で，年間約３０万人もの人が訪れる観光地

となっている。全国で唯一，城下町全体が国の重要伝統的建造物群保存地区に選定されており，

「秋月千軒」と称されるにぎわいを誇った往時の面影を今に伝えている。 

 

 

 

 

 

 



２．大会コースのルートガイド  太字下線は主要地点 

①１日目  

旧落合小学校を出発する。坂を下っていくと車道に合流する

ので左に進む。途中右側に橋が架かっているが川沿いをそのま

ま直進しよう。しばらく進むと八女香春線である県道５２号線

へと合流するが，すぐに左に曲がり芝峠方面へ進む。この分岐

が屋形原分岐（図１）である。曲がり角には石造りの道標で「左

が小石原方面、右が勝山方面」と示されている。ここから芝峠ま

ではスギやヒノキの植林地帯が大部分を占めている。このままし

ばらく登りが続き、周辺には民家が点在している。登っていく最後の集落

周辺で駒蹄バス停（図２）を通過する。ここまでは田畑や民家で切り開か

れていたがこの先は森の中を車道が進んでいき木陰が多くなる。植生では

川そばにネムノキや道の側面のマメヅタが印象的である。 

さらに進んで行くと分岐になっている。左が小石原方面、右が大浦溝ノ

口方面になっているので間違えずに左に進もう。（図３）また、この付近は

工事が行われている可能性があるので工事中の場合は注意して歩いて欲

しい。さらに進んで行くと５４２ｍでピークとなる芝峠を通過する。ここ

を通過した後，しばらくはなだらかに下っていく。立ヶ隠の集落を通過し

て，少し進むと直進と左折になっているので，ここを左折する。しば

らく進むと，国道 500 号線と合流するので，車に注意しながら横断

して右へ進む。この 500 号線は車道であるが，九州自然歩道

となっている。このまま進み１つ目を左折すると，すぐに行者

杉入口が現れる。この一帯はスギの大樹の森であるが，他にユ

ズリハが特に目立つ。小石原焼の窯や石畳の風情がある街並

みを歩きながら進んでいくと小石原グラウンドに到着する。 

 

 

②２日目  

 縦走路の大部分は九州自然歩道として整備され，案内看板も

多く全体を通じ歩き易いコースである。幕営地である小石原グ

ラウンド（図４）から左に進む。この車道も九州自然歩道であ

る。はじめの２ｋｍほどは車道歩きとなる。案内板にしたがっ

て進むと国道２１１号線に出る。１５０ｍほど北に向かうと，

信号機のある小石原交差点がある。ここを左に曲がり，嘉麻

峠の方に向かう。九州自然歩道とはいえ，一般国道である。

車に気を付けて歩こう。信号機を通過すると秋月方面に向か

う国道５００号線と嘉麻峠方面に向かう国道２１１号線の分岐があるので２１１号線へと進もう。

しばらく歩くと、嘉麻峠の少し手前にある旧民芸村の国道をはさんだ向かい側に九州自然歩道の

看板を目印として登山道への入り口である自然歩道入口（図５）がある。馬見山まで６ｋｍの表

示。ここから３．５ｋｍほどは林道と何度も出会うが，ほとんどは横切ることになり，１０ｍ以

図 1 屋形原分岐 

図２ 駒蹄バス停 

図３ 石造りの道標 左が小石原 

図４ 小石原グラウンド 



上歩くことはないのでその点に気を付けて歩けば，九州自然歩道

として整備された道なので迷うことはないだろう。なお，この入

り口からの距離（看板）をもとに以下に少し詳しく説明したい。

また，スギやヒノキの植林地帯と自然林の境目を歩くことが多

く，これが屏山まで続く。ただ，入り口付近のように右も左も植

林地帯であったり，馬見山山頂付近のように周りすべてが自然林

であったりすることもあるので，その点には注意したい。 

登り始めてすぐは伐採された後に再度スギを植林して，シカの

食害を防ぐため１本１本にカバーしてある地帯を歩く。また，一

面ススキが生えて登山道がわかりづらい。日当たりのよい所では

サンショウやサルトリイバラが目に付く。植林のやはりシカよけ

のために張られたネットを左に見ながら進んでいくと樹林帯と

なり短い急坂が繰り返し続く。０．５ｋｍほど行ったところで林

道出会い（図６）に到着する。ほんの数ｍ先を左側の尾根に入る。

この後も林道と接近したり横切りながら進んでいくと、２ｋｍほ

どでまた林道を横切る。ここから２００ｍほどはすぐ左に林道が

見えるが，合流できないので林道は歩かないように注意しよう。

２．７ｋｍ行ったところで右へほぼ直角に曲がる。通称大曲（図

７）呼ばれる場所である。しばらく行くと，あと２回林道を横切

る。最後の林道を横切るのが自然歩道入口から３．４ｋｍほど。

距離による詳しい説明はここまでにしたい。 

さらに進んでいくと，ほとんど樹林帯の中だったのが，左側の

樹林がなくなりススキの原っぱの足元にスギゴケを楽しみなが

ら地点が出てくる。ここが杉苔の丘である。ここからは今から目

指す馬見山が見える。景色を楽しんだら更に先へ進んで行こう。 

なだらかに下って登り返すと丁字路になっている。ここを左に進ん

で行くと展望の良い露岩がある。ここを通過する辺りからアブラチャ

ンの群生（図８）が印象的である。さらに進むと急な登りに差し掛か

ったとこ左手に栗河内への案内看板が確認できるが，栗河内方面への

コースは全て通行禁止となっている。さらに進み，イタヤカエデが見

られる大きな尾根筋を登っていくと，左手（南側）が開けたところに

ベンチと馬見山山頂の標識がある場所に出る。ここは「見晴し

台」と名付けられ，南側の展望が利き好天のときは筑後平野が

見渡せる絶好の休息ポイントとなる。また，このすぐ北側に避難

小屋がある。ここからさらに進んだ所に馬見山山頂（図９）があ

り三角点の標識と山頂の看板がある。ここからは縦走路北側の馬

見山キャンプ場方面へのコースが分岐している。山頂はそれほど

広くないが，こちらは北側の展望が開けている。 

図５ 自然歩道入口 

図６ 林道出会い 

図７ 大曲 

図９ 馬見山山頂 

図８ アブラチャン 



馬見山山頂からは宇土浦越への下りとなる。この辺りはアブラ

チャンの林が美しいところである。また，ブナも比較的豊富にあ

る。途中傾斜の急なところもあるので慎重に下る。鞍部と小ピー

クを越え，２つ目のピークが筑前茅城跡（図１０）である。ここ

から宇土浦越までは急な下りとなる。落石に注意しながら安全に

下って欲しい。途中もう少しで宇土浦越というところに四等三角

点がある。確かにここからは，これから行こうとする江川岳や屏

山を望むことができる。やがて大きな案内看板のある宇土浦越に

到着し，ここには北側の馬見林道方面と南側の鮎帰への分岐があ

り十字路をなしている。鮎帰から宇土浦越直下まで林道がある

が，現在通行できるかは不明なのでエスケープルートとして使用

する場合は北側の馬見林道方面を使用する。 

 宇土浦越から再び登りとなりそれほど長くはないが急な登り

が繰り返し現れ，疲労の蓄積した足にはこたえる。さらに目前に

急な登りが見えたところで，本来の自然歩道と，右の植林帯へと

入る巻き道の分岐点に達する。ここは頑張って本来の道を登って

いくと，江川岳（標高８６１ｍ）に到達する。これまでは通称‘ニ

セ屏’などと呼ばれていた。残念ながら，樹林帯に囲まれ展望は

利かない。 

登ったら下らなくてはならないが，古くなった木の階段を下っ

ていくと，巻き道と再び合流し，再び登り始める。はじめに記述

した通りこの辺りも基本的に右側が植林，左側が雑木林だが，雑

木の種類としては，アカガシ，ヤブツバキ，ウリハダカエデなど

が見受けられる。だんだんと登りの傾斜がきつくなり，最後は階

段状になった急登を息を切らしながら登り詰めたところが屏山山

頂である。案内看板が設置してあり，北側（筑豊側）の展望が利

き気持ちが良い。 

ここから古処山まではアップダウンも少なく，気持ちの良い縦

走を楽しむことができる。途中大岩の脇を通り，左手に天然記念

物ツゲ原始林への分岐である古処山巻道分岐（図１２）がある。

この分岐を左に進み古処山を今回は巻く。この巻き道はトラバースになっており足元に注意しな

がら進んで行こう。巻き道の入口からツゲの群生が見事である。さらに進んで行くと古処登山口

から古処山に目指す登山道と合流するので登山道を左に進む。しばらくすると秋には紅葉が素晴

らしいイロハモミジやヤブツバキが目立ってくる。この道は数年前の豪雨被害で道が荒れ，もと

もとの登山道から外れた巻き道になったり、落石や滑りやすい石があるので特に歩行には注意が

必要である。５合目駐車場を通過すると，ゴールも近くなるがここから先も道が崩れている箇所

があるので引き続き足元に注意して進み古処登山口に到着する。 

 

 

 

図１０ 筑前茅城跡 

図１１ 屏山通過後の石灰岩 

図１２ 古処山巻道分岐 

図１３ ツゲのトンネル 



３ 大会山域の主な地名 

・馬見山 うまみやま  ・江川岳 えがわだけ  ・屏山 へいざん  

・古処山 こしょさん  ・英彦山 ひこさん  ・求菩提山 くぼてさん 

・宝満山 ほうまんさん  ・籾岳 もみだけ  ・寺内 てらうち  

・東峰 とうほう ・朝倉 あさくら  ・嘉穂 かほ  ・嘉麻 かま 

・宝珠山 ほうしゅやま  ・小石原 こいしわら  ・碓井 うすい   

・杷木 はき  ・秋月 あきづき ・落合 おちあい  ・屋形原 やかたばる 

・駒蹄 こまねき  ・立ヶ隠 たちがくら  ・芝峠 しばとうげ   

・行者杉 ぎょうじゃすぎ  ・杉苔の丘 すぎごけのおか   

・筑前茅城跡 ちくぜんかやんじょうあと  ・宇土浦越 うどうらごえ 

・野鳥 のとり ・立ヶ隠 たちがくら  ・白山 はくさん 

 

 

４ 大会山域の主な植物 

・アカガシ ・アブラチャン ・イタヤカエデ ・イロハモミジ ・ウリハダカエデ 

・カヤ ・サンショウ ・サルトリイバラ ・スギ ・スギゴケ ・シキミ  

・ススキ ・ツゲ ・ネムノキ ・ヒノキ ・ブナ ・マムシグサ  

・マメヅタ ・ヤブツバキ ・リョウブ 

 

 

 

５ 荒天対策 

 １０月３１日に起こった場合 

 地震（震度 5弱以上） 台風・気象警報以上 
大雨注意報 

雷注意報発表時 

１０月３１日 
大会中止 

早期帰還準備 

宿泊所待機 

行動中止 
通常行動 

１１月 １日 帰宅完了 通常行動 通常行動 

 １１月 １日に起こった場合 

 地震（震度 5弱以上） 台風・気象警報以上 
大雨注意報 

雷注意報発表時 

１１月 １日 
大会中止 

早期帰還準備 

行動中止 

早期帰還準備 
通常行動 

※注意報であっても状況により待機やコースの短縮等の変更もありえる 

 

 

６ 共通課題テストの出題範囲について 

共通課題テストは予報１号より１ 大会の山域、３ 大会山域の主な地名、５ 荒天 

対策及び実施要項、大会地図から出題する 

 


